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空間Xから Iへの連続関数f:X→l1があって， U= {x EX: f(x) > O}となるよう





















(b) Ax Bの任意の閉長方形A'xB'に対して，等式e(A'xB') = e(A')・e(B')が成
り立つ．
この定理の (a)から (b)を導くには，次の 2つの事実がわかれば十分である．
事実 1.3.A',B'が順序数の空でない部分空間で， A'XB'が長方形的積空間ならば，
e(A'x B') = e(A')・e(B')が成り立つ．















事実 1.6.長方形的積空間XxYにおける長方形 X'xY'について，もし X'xY'が
XxYにおいて C*-embeddedであるならば， X'xY'は長方形的積空間である．
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ここで， C*-embeddedの定義を確認しておこう． 空間 X の部分集合 Eが C*-
embedded (C-embedded, P-embedded)であるとは， Eから lI(良任意のバナッハ
空間）への連続関数が， X上の連続関数に拡張できることである
3種類の埋め込み性の間には，次の implicationが成り立つ．















それでは，定理 1.5を使う代わりに，事実 1.6を使って事実 1.4を導くことができるだろ
うか？
疑問 2.1.A, Bが順序数の部分空間でAxBが長方形的積空間であるとき， AxBにお
ける任意の閉長方形A'xB'はAxBにおいて C*-embeddedか？
この疑問に答えるには， 7r-埋め込みやレトラクトの概念が有用である．








定理 2.3([3]). Aが順序数の部分空間ならば， Aにおいて任意の閉集合は 1r-embedded
である．
定義 2.4.空間X の部分集合 X'がレトラクトであるとは， X から X'への連続写像で，
X'の各点を動かさないものが存在すること．
X'が空間Xのレトラクトならば，明らかに，
• X'はX において P-embedded(特に C*-embedded)である，
• 任意の空間Yに対して， X'xYはXxYのレトラクトであり，よって， XxYに
おいて C*-embeddedである．
ゆえに，空間X における任意のレトラクトは， X において 1r-embeddedである．
定理2.3は次のように一般化されている．




事実 2.6.n E w で，各 k<n に対して， x~ が空間ふにおける Jr-embeddedな部分集
合であるならば， X'=Ilk<n況は X= Ilk<nふにおいて C*-embeddedである．
事実 2.7.各入 EA に対して， x~ が空間 X入のレトラクトならば， X'=TI入EA欧は




系 2.8.n E w で，各 k<n に対して， Ak は順序数の部分空間， A~ はAkの閉集合とす
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るこのとき， ITk<n位は ITk<n心において C*-embeddedである．
この系から，疑間 2.1に対する肯定的な答えが得られる．ここでは AxBが長方形的租
空間であることは，仮定から外してしまってよい．
系 2.9.A,Bが順序数の部分空間ならば， AxBにおける任意の閉長方形 A'xB'は
AxBにおいて C*-embeddedである．
このことから，事実 1.4を導くには，定理 1.5を経由する代わりに，事実 1.6を使っても
よいことがわかる．








(2) Xx Yにおける C*-embeddedな任意の閉集合は P-embeddedか？
一般には (1)の答えは Noである.Michael line M, その部分空間としての有理数全体
の集合 (Q,実数直線股の部分空間としての無理数全体の空間1P'について， M X IP'は一般




定理 3.2.X は一般順序空間， Bは順序数の部分空間で， XxBは長方形的積空間である
とすると，次が成り立つ．
(1) Xx Bにおける任意の閉長方形X'xB'はC*-embeddedである．
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